
令和８年度 第１回 開成中学校運営協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開催日時   令和８年５月２６日(火)１４時３０分から１６時２５分まで 

２ 開催場所   開成中学校 多目的室 

３ 出席委員   吉田 葉津美、石川 夏紀、磯部 多秀、高林 正嗣、杉山 幸生、 

         縣 延孝 

４ 欠席委員   名波 弘充、白井 麗 

５ オブザーバー  嶋田 哲也(北部協働センター所長) 

６ 学校支援コーディネーター 石原 清美 

７ 学 校  小川 誠司（校長）、新村 和弥（教頭）、西條 秀俊（主幹教諭・ＣＳ担当）、 

         山口 大和（生徒指導主事）、山﨑 智子（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 山﨑 智子 

10 議長の選出 

   昨年度第４回協議会で磯部委員が推挙されており、全員異議なくこれを承認した。 

11 協議事項  

(１) 令和８年度学校運営の基本方針等について 

(２) 開成中学校いじめ防止基本方針等について 

(３) 学校運営協議会年間計画について 

(４) 夢育やらまいか事業(ＣＳ加算分)に対する意見書について 

12 会 議 記 録 

   司会の西條主幹教諭から、委員総数８人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

(１)令和８年度学校運営の基本方針等について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき前回承認された学校運営の基本方針の概要

について説明があり、委員からは以下の発言があった。 

   ・生徒昇降口を入ったところに学校教育目標の掲示があった。先生方からの「こうしよう」と

いう目標だけでなく、生徒が自分たちの言葉で「こういうふうにしていこう」という目標を

書いていて、グランドデザインの実現を先生と生徒と一緒にやっていくというのが目に見

える形になっていて良いと思った。(石川委員) 

   ・外国籍の子が何人くらいいて、そのうち何人くらいを取り出して授業しているのか。(杉山

委員) 

    →外国籍の子と外国籍ではないが外国にルーツがある子などがいて、トータルで１００人

弱いる。言葉の壁などで取り出して授業している子は二十数人くらいだ。(小川校長) 

   ・生徒の登校時間を５分遅くした理由は何か。(吉田委員) 

    →職員の勤務時間が８時からなので、生徒の登校時間を８時０５分にすることで、職員に

もこどもたちにもゆとりができると考えた。（小川校長） 

   令和８年度学校運営の基本方針等について学校と委員との間で共通理解ができた。 



(２)開成中学校いじめ防止基本方針等について 

議長の指示により、山口生徒指導主事から、別紙資料に基づきいじめ防止基本方針について

説明があり、委員からは以下の発言があった。 

  ・週に１回の生活部会とは学年の生活担当者が行うのか。(杉山委員) 

   →学年の生活担当者はもちろん、他にもいろいろな職員で行っている。スクールカウンセ

ラーやスクールソーシャルワーカーも都合がつけば参加している。(小川校長) 

   ・こどもから最初に相談がいくのはだれのところか。(縣委員) 

    →ほとんどは担任で、あとは部活顧問も多い。こどもたちと接する時間が長い職員がキャ

ッチすることが多くなっている。(山口生徒指導主事) 

   ・１１３件のうち、どんな事例が一番多いか。ＳＮＳ関係が多いのか。(杉山委員) 

    →ＳＮＳ関係は多くなってきているが突出しているかというとそうでもない。冷やかし、

からかい、仲間外れも多い。(山口生徒指導主事) 

   ・相談を受けた担任は全職員に事例として挙げるのか。(縣委員) 

    →訴えを聞いたらまずは学年の生活担当や主任に報告をする。その後、生徒指導、管理職

という順で伝えていく。(山口生徒指導主事) 

   ・いじめを早期発見しておきながらも進行してしまったケースはあるのか。(磯部委員) 

    →進行してしまったというよりは、解決に時間がかかるケースはある。(小川校長) 

   ・未然防止の道徳の授業は全学年同じ内容なのか。(杉山委員) 

    →各学年の使用する教材の中にいじめの未然防止を題材にしているものがあり、それを使

用しているが、内容は違うものだ。(新村教頭) 

(３)学校運営協議会年間計画について 

議長の指示により、小川校長から、別紙資料に基づき学校運営協議会年間計画について説明

があり、第２回を令和８年１０月１５日(木)、第４回を令和９年２月２５日(木)に変更したい

との提案があった。 

第３回と第４回は日時が先のため、近くなったらさくら連絡網で参加の可否を確認するこ

ととなった。 

(４)夢育やらまいか事業(ＣＳ加算分)に対する意見書について 

議長の指示により、新村教頭から、夢育やらまいか事業(ＣＳ加算分)に対する意見書につい

ての説明があり、使途については、昨年度同様に浜松市出身の偉人を招いての講話と未来授業

の講師謝礼等に使わせてもらいたとの提案があった。委員からは以下の発言があった。 

・浜松市の地域出身の方を招くとのことだが、見込みはもうあるのか。（吉田委員） 

→時期としては昨年度同様１１月頃に行いたいが、まだ誰にお願いするは検討段階だ。もし

良い方がいたらぜひ紹介してほしい。(新村教頭) 

14 その他連絡事項等 

司会から、次回会議は、令和８年１０月１５日(木)１４時３０分から開催する旨の連絡があっ

た。 

次回の議長に吉田委員が推挙された。 


